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太
平
洋
戦
争
末
期
、
沖

縄
本
島
に
は
米
軍
が
上
陸
、

地
上
戦
に
な
っ
た
。
が
、

石
垣
島
を
中
心
と
す
る
八

重
山
で
は
地
上
戦
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
空
襲
や

艦
砲
射
撃
で
島
民
は
被
害

を
受
け
た
。

島
民
が
そ
れ
以
上
の
被

害
を
受
け
た
の
は
日
本
軍

の
仕
打
ち
だ
っ
た
。

補
給
無
し
に
配
置
さ
れ

た
軍
は
住
民
の
家
畜
、
食

料
を
奪
い
、
島
民
が
避
難

す
る
壕
を
奪
い
、
島
民
を

マ
ラ
リ
ア
の
蔓
延
す
る
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
追
い
や
っ
た
。

こ
の
為
、
八
重
山
の
人

口
三
万
二
千
人
の
内
、
一

万
七
千
名
近
く
が
マ
ラ
リ

ア
に
か
か
り
、
三
千
六
百

人
余
り
が
命
を
落
と
し
た
。

日
本
軍
は
特
効
薬
キ
ニ
ー

ネ
を
持
っ
て
い
た
が
住
民

に
は
渡
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
犠
牲
者
を
悼
む
碑

が
石
垣
島
の
バ
ン
ナ
岳
の

麓
、
バ
ン
ナ
公
園
に
あ
り
、

慰
霊
の
日(

６
月
23
日)

に

は
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。

八
重
山
戦
争
マ
ラ
リ
ア
犠
牲
者
慰
霊
之
碑
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沖
縄
県
沖
縄
県
石
垣
市
石
垣

県
営
バ
ン
ナ
公
園

二
〇
二
三
年
六
月

６
月
23
日
は
沖
縄
の

｢

慰
霊
の
日｣

。
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
島
民
や
兵
を
悼

み
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
る
。

石
垣
島
の
大
浜
公
民
館

で
は｢
ぬ
つ
ぃ
が
ふ
た
ぼ
ー

ら
る｣(

平
和
の
大
黒
柱
ひ

ろ
げ
よ
う)
が
開
か
れ
、

歌
や
踊
り
で
戦
没
者
を
悼

ん
だ
。

そ
こ
で
、
特
に
素
晴
ら

し
い
の
は
郷
土
芸
能
部
の

中
高
生
達
が
太
鼓
、
三
線
、

笛
等
を
使
い
、
伝
統
的
な

舞
踊
を
披
露
し
た
こ
と
。

何
故
６
月
23
日
？

こ
の
日｢

沖
縄
で
の
組
織

的
な
戦
闘
が
終
わ
っ
た｣

と
色
々
な
文
書
に
あ
る
。

陸
軍
の
司
令
官
牛
島
中

将
は｢

指
揮
は
不
可
能･･･

各
々
陣
地
に
拠
り
、
所
在

上
級
者
の
指
揮
に
従
い
、

･･･

最
後
ま
で
敢
闘
せ
よ･

･･

生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を

受
く
る
こ
と
な
く･･･｣

と

命
令
。
こ
の
意
味
は｢

軍

組
織
は
壊
滅
。
も
う
負
け

だ
が
各
自
適
当
に
戦
え
。

降
伏
す
る
な
。
死
ね｣

と

云
っ
た
よ
う
な
物
。
言
葉

と
は
裏
腹
に
本
人
は
米
軍

に
突
撃
も
せ
ず
自
殺
。

思
い
出
す
の
は
秀
吉
に

水
攻
め
に
さ
れ
た
備
中
高

松
城
の
清
水
宗
治
。
兵
糧

も
尽
き
戦
え
な
く
な
り
、

自
分
の
命
と
引
き
替
え
に

兵
や
住
民
の
助
命
を
秀
吉

に
申
し
出
て
切
腹
。
武
士

の
鑑
と
云
わ
れ
た
。

か
が
み軍

司
令
官
が
清
水
宗
治

の
よ
う
に
米
軍
に
云
っ
て

い
た
ら
、
ど
れ
だ
け
の
住

民
の
命
が
助
か
っ
た
事
だ

ろ
う
。

し
か
し
日
本
軍
は
天
皇

の
軍
隊
。
住
民
を
守
る
軍

で
は
無
か
っ
た
。

声
高
に｢

本
土
決
戦｣

を

叫
ぶ
軍
部
。
そ
の
為
に
大

勢
の
住
民
や
動
員
さ
れ
た

若
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

そ
の
犠
牲
者
を
悼
む
慰

霊
の
行
事
は
日
本
全
土
で

行
わ
れ
る
べ
き
と
思
う
。

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

沖 縄 の 慰 霊 の 日

先
々
週
、
先
週
と
二
週
続
け
て
休
み
ま
し
た


